
育ち合い、学び合い

つなげよう未来へ
－ 幼児期の教育と小学校教育の育ちをつなぐ幼小接続モデル集 －

平成２９年度幼児教育の推進体制構築事業

奈良県教育委員会
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○幼小接続の取組状況と非認知能力（平成29年度）

幼小接続に「熱心に取り組んでいる」と回答した校・園の方が接続期において、非認知能力
（好奇心、自己主張、粘り強さ、自己調整、協調性）が高い傾向があります。

項目ごとにみると、公立幼稚園では、幼小接続の取組を熱心に取り組んでいる（Ａ群）の園
の方が非認知能力のすべての項目において「とても当てはまる」（非認知能力が高い）が、あ
まり熱心に取り組んでいない（Ｂ群）の園よりも高くなっています。

小学校においては、好奇心、粘り強さの項目で「とても当てはまる・まあ当てはまる」と回
答するＡ群の小学校がＢ群のそれを大きく上回っています。

幼小接続の取組の中でも「学びに向かう力、人間性等」の力を養うことができます。
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幼小接続の取組状況と非認知能力 Ａ群：幼小接続に熱心に取り組んでいる
Ｂ群：幼小接続にあまり熱心に取り組んでいない

データから見る奈良県の状況

本県では、幼児期の教育と小学校教育の接続期実態調査を行いました。
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○小学校入学当初の小学１年生の小学校生活への適応状況（平成28年度）

「スムーズでなかったと考える理由」と
して、１学年担任は、「クラス全体の話が
聞けない」、「授業中立ち歩く」など、授
業の進行に支障をきたす状況を挙げていま
す。５歳児担任は、小学校教員や保護者と
の会話の中から感じ取っています。

また、登校を渋る子どもも多いと見られ
ることから、目の前の事象だけではなく、
子どもの内面に目を向けることも必要であ
るといえます。

　小学校生活への適応状況については、
「スムーズではなかった」と回答する小学
校長 26.8％に対し、園・所長は 9.5％と
低くなっています。また、「分からない」と
回答する園・所長が 5.7％いました。その
理由としては、「小学校への適応の状況を
知るような見方をしていない」と、子ども
の姿の共有の場を有効に活用できていな
いことが分かります。

幼稚園教育要領等と小学校学習指導要領に示されている「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」をもと
に、情報交換をすることで、接続期の子どもたちの育ちを共有することができます。（具体的な姿は28ペ
ージ参照）

平成２９年３月に、「幼稚園教育要領」、「幼保連携型認定こども園教育・保育
要領」、「保育所保育指針」、「小学校学習指導要領」等がそろって改訂されまし
た。幼稚園教育要領を初めとする就学前の要領及び指針は平成３０年度、小学校学
習指導要領は平成３２年度全面実施となります。

幼児期

各教科の特質に応じた見方・考え方を働かせな
がら、知識を相互に関連付けてより深く理解し
たり、情報を精査して、考えを形成したり、問
題を見いだして解決策を考えたり、思いや考え
を基に創造したりすることに向かう。 （※）

身近な環境に主体的に関わり、環境との関わ
り方や意味に気付き、これらを取り込もうと
して試行錯誤したり、考えたりするようにな
る幼児期の教育における見方・考え方を生か
す。（※）

特に小学校入学当初

においては、幼児期に

おける遊びを通した総

合的な学びから他教科

等における学習に円滑

に移行し、主体的に自

己を発揮しながら、よ

り自覚的な学びに向か

うことが可能になるよ

うにすること。 （※）
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言葉による伝え合い
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知識及び技能

思考力、判断力、表現力

学びに向かう力・人間性等

資質・能力

生活をつくる力

知識及び技能の基礎

思考力、判断力、表現力の基礎

学ぶ力

関わる力

学びに向かう力・人間性等

（※）は平成29年3月告示「幼稚園教育要領」及び「小学校学習指導要領」から引用

「資質・能力」は、各要領及び保育所保育指針に示されることから、幼児教育から高等学校教育までを貫くものであ
る。これに合わせ、接続期には生活をつくる力、学ぶ力、関わる力に着目し、具体的な取組を組み立てます。

学習の対象となる物
事を捉えて思考する

身近な環境に
主体的に関わる

幼児期 児童期

児童期

平成２９年３月改訂幼稚園教育要領等と小学校学習指導要領から見る幼小接続の在り方

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿と接続期の指導

　幼稚園においては、

幼稚園教育が、小学校

以降の生活や学習の

基盤の育成につなが

ることに配慮し、幼児

期にふさわしい生活

を通して、創造的な思

考や主体的な生活態

度の基礎を培うよう

にするものとする。　

（※）
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期待をもって小学校入学に向かっていけるよう、就学に対する不安に寄り添うととも に、家庭や地域との
連携を密にとる。 

・子どもたちの成長の様子を伝え、一人一人の頑張りや成長を認めてもらえるように、学級通 信や個人懇談会、学
級懇談会を通じて知らせていく。

・就学に向けて小学校での生活の様子や準備等について情報を伝えたり、保護者の疑問や不安 に寄り添ったりし
ながら、保護者も子どもも安心感がもてるように配慮する。

・規則正しい生活習慣を身に付け、自ら持ち物の整理整頓等できるように、園と家庭が連携し て取り組む。
・地域見守り隊の方々等と連携し、通学路の安全について保護者に啓発していく。

・矢田南ランドで遊ぼう、絵本の読み聞かせ、給食体験等（５年生）　・ドングリ転がし作り（１ 年生）
・就学時健康診断（５年生の案内で）　・あきまつり（２年生、地域の保育園）　・１日入学（１、 ２年生）

・就学児の様子を小学校教員が参観する。（園内研究会、音楽会、生活発表会等）
・幼小連絡会をもち、就学する幼児の様子を小学校に伝える。

◇うがい・手洗いを丁寧にし、天候や活動内容に応じ、
衣服の調節ができるように声をかける。

◇思いや目的を共有して協同的な遊びが進められるよ
うに、遊びの後の話し合いをしたり、集団遊びを多く取
り入れたりする。

◇様々な年代の人との交流を楽しむ機会を多くもつ。
◇幼児の主体性を大切にし、自ら工夫をしたり、友達と
一緒に相談したりしながら遊び方やルールを考えてい
けるようにする。

◇身近な自然の変化や事象に 触れる機会を逃さ
ないようにし、実際に見たり 触れたりする場を
多くもつ。

◇小学校生活に触れた絵本等 を読んだり、小学校
のトイレを利用する機会を もったりする。

◇小学校施設を利用した活動 や、児童との交流の
機会を継続してもつ。

◆時間を意識しながら生活で きるように掲示物
を工夫し、１日の大まかな時 間の見通しをもた
せる。

○ごっこ遊び（お店屋さんごっこ、葉っぱ温泉、郵便ごっこ、物語、学校ごっこ　等）
○運動遊び（跳び箱、鉄棒、縄跳び、サーキット　等）○描いたり作ったりする　○楽器遊 びをする【音楽会】
○自然に親しんで遊ぶ（秋：虫取り、木の実・木の葉集め　等、冬：霜柱等を見つける、 氷を作る　等）
○栽培活動をする（冬野菜、球根の栽培　等）○お正月遊び（カルタ・こま回し・凧あげ・ 羽つき等）
○物語の世界で遊ぶ（物語に出てくるものになって遊ぶ、遊びに必要なものを作る【生活 発表会】)
○様々な人との関わりを楽しむ（ともだちひろば、初詣、キッズサッカー、英語で遊ぼう、 矢田南レンジャー  
　等）　等

△病気や怪我等の予防に関心をもち、健康な生活に必要な基本的生活習慣や態度を身に付け る。

△１日の生活の見通しをもち、時間を意識して行動する。△当番活動や先生の手伝い等を積 極的に行う。

△背筋を伸ばす、椅子に座る等正しい姿勢に気を付ける。☆自分の考えを相手に分かるよう に言葉で伝える。

☆自分の気持ちを伝えたり、相手を受け入れたりしながら、友達と分担したり協力したりして 遊びを進める。

☆様々な人との交流を楽しみながら、相手を思う気持ちをもつ。

◎心を動かされるような体験をしたり、友達と一緒に楽しむ活動をしたりする。

◎日常生活に必要な文字や数字、標識に興味をもつ。

◎身近な動植物や自然現象に関心をもち、季節の変化や自然の不思議さを感じたり遊びに取 り入れたりする。

◎自分の思いや考えを様々な方法で表現したり、友達と一緒に生活発表会を作り上げる喜び を味わったりする。

①小学校生活を意識した生活の工夫 ②協同的な遊びや体 験の充実　
③様々な人との関わりを楽しめる活動　④学びの芽を大切に した活動の充実
⑤就学への期待をもつ活動の充実 ⑥家庭と小学校との 連携

・健康的な生活に気を付けるようにする。（手洗い、うがい、衣服の調節　等）
・活動と活動の間にトイレに行くなど、時間を意識して行動しようとする。
・片付けや持ち物の整理等、自分から進んできちんと始末する。
・当番活動を通し、自分の役割を責任をもって行動しようとする。
・マナーを守って一定時間内で食事をする。

・自分の思いを伝えたり、相手の思いを受け止めて聞いたりする。
・地域の人や小学生、他の保育園や幼稚園の幼児との関わりを通して、相手を思う気持ちを もつ。
・絵本や物語を見たり聞いたりして、想像する楽しさを友達や教師と共有する。
・友達と相談したり協力し合ったりしながら遊ぶ楽しさを味わう。
・お世話になった方に感謝の気持ちを伝える（修了式等）

・身近な自然に興味や関心をもち、その変化や美しさ等気付いたことを友達や教師に伝え合 い共感し合ったり、
遊びに取り入れたりする。

・感じたことや思ったこと等を、いろいろな方法で素直に表現する。
・戸外で体を動かし、進んで色々な運動を楽しむ。
・音楽に親しみ、みんなと一緒に歌ったり様々な楽器を使って音色やリズムを楽しんだりす る。
・絵本や物語に積極的に親しみ、自分の思ったことや考えたことを意欲的に表現する。

・学年通信を通して、子どもたちが頑張っている姿や困難さを感じる場面等について保護者に伝えていく。

・授業参観や学級懇談会を通して、保護者と学習内容を共有し、家庭と連携した家庭学習の充実を図る。

・解散場所までのお迎えに保護者の協力をお願いする。

・家庭訪問を通して、家庭での生活の様子等をしっかり把握する。

・連絡帳や電話でのやり取りを通して、保護者が安心できるように努める。

・安全パトロール（子ども支援ボランティア）の方に、登下校時の安全を見守る活動の協力をお願いする。

主な活動と内容
△生活する力

☆関わる力

◎学ぶ力

幼稚園では、生活や遊びを通

して総合的に「3つの力」を育

み、幼児期の終わりまでに育

ってほしい姿が個々に育つよ

うに取り組んでいる。

◇留意点

◆環境構成

家庭・地域との連携

基本的生活習慣（健康）

生活態度（ルール）

食事

排泄

幼児期の終わりまでに

育ってほしい10の姿
・健康的な生活に気を付けることができるようになる。（手洗い、うがい 等）

・時間割やチャイムに合わせて行動する。

・自分の持ち物の整理整頓の仕方が分かる。

・給食の配膳や食事の流れが分かる。

・当番や係活動、掃除の仕方が分かる。

健康な心と体

自立心

協同性

道徳性・規範意識の芽生

え

社会生活との関わり

言葉による伝え合い

思考力の芽生え

自然との関わり・生命尊

重

数量・図形、文字等への

関心・感覚

豊かな感性と表現

あいさつ、返事

伝え合い

人との関係作り

・教師や友達に親しみの気持ちをもって挨拶をする。

・教師や友達、上級生に関心をもち、進んで関わろうとする。

・自分の思いを伝えたり、困っていることを話したりする。

・友達の思いを知り、仲良くしようとする。

・順番やルールを守って、友達と一緒に遊んだり活動したりする。

意欲的に遊ぶ

身近な環境へのかかわり

（自然、数量、文字等）

身体を動かして遊ぶ

様々な方法で表現する力

・自分の席で学習する楽しさを味わう。

・自分の考えや感じたことをのびのびと表現する。

・遊具等の使い方を知り、安全に大切に使おうとする。

・文字や数字に興味をもち、使うことに喜びを感じる。

・友達と一緒に歌ったり、体を動かして楽しく運動したりする楽しさを味わう。

家庭・地域との連携を密にとれるように、児童の様子を家庭に伝えたり、小学校と家庭・地域が繋がる機

会をもつようにしたりする。 

幼小接続における具体的な指標である「幼児期の終わり

までに育ってほしい姿」を明記するとともに、幼稚園で

の生活や遊びを通して育んだ「3 つの力」と、小学校入

学当初に培いたい「3 つの力」との関連を、より分かり

やすくするために「つなげたい3つの力」として併記

している。 

１０月中旬から３月（指導計画のⅣ期、Ⅴ期） ４月～５月中旬

△学校の様子や生活の仕方を知る。

☆教師や友達、上級生等に関心をもち、共に生活を送る楽しさを味わう。

◎学習の準備の仕方や、授業中の約束事を知る。

◎文字や数の読み書きを楽しく学ぶ。

保育園・幼稚園で経

験したことを大切に

しながら、この時期

に培いたい「3 つの

力」について検討し

ている。 

ねらい

スタートカリキュラム ①生活科を核とした合科的な指導 ②遊びを取り入れた楽しい活動

③時間配分の工夫 ④環境構成の工夫 ⑤複数の教師や上級生によるサポート

⑥児童が学校生活に馴染めるようになるための行事の工夫

学校行事

主な活動

・入学式(６年生) ・名刺交換、学校探検、遠足（２年生）

・１年生を迎える会（全校児童） ・分団下校(地域)

生活科（Ａ） 道徳（Ｂ） 特別活動（Ｃ） 他教科（Ｄ） 

△ 健康な生活に必要な基本的生活習慣(トイレの正しい使い方を知り、適切な時間に行く。ＡＢＣＤ

手洗い・うがいの効果を知る。

衣服の着脱や気温に応じた調節等）

△ ◎チャイムの合図で休み時間、授業時間の気持ちの切り替えをする習慣をつける。 Ａ  ＣＤ

ＤＢ。るす頓整理整をり周や中の机、しに切大を机の分自◎△

△ ◎給食当番・掃除当番・係り活動に責任をもって積極的に取り組む。 ＡＢＣ 

△☆◎異学年との交流や活動を通し、学校の一員として共に生活する喜びを感じる。

☆◎ＴＰＯに応じた声の大きさを知り、進んで返事や挨拶ができる。

ＡＢＣＤ 

ＡＢＣＤ 

☆◎順番やルールを守り、友達と一緒に学習や活動をすることを楽しむ。 ＡＢ 

☆◎初めて習う文字や数字の習得に喜びを感じ、それを使って学習することの楽しさを味わ

う。

Ａ  Ｄ 

◇友達に親しみをもてるようにするために、朝の会の進め

方を工夫する。

◇学校生活に慣れるまで、必要に応じて上級生が手伝いを

する環境を整える。

◇子どもが下校に慣れるまで、安全を確保するために解散

場所まで引率する。

◇授業や遊び、生活の中で、子どもができたことを認め、

自信をもたせる。

◇年長児に交流のあった学年と進んで関わることができる

活動を取り入れる。

◇幼稚園・保育園で行っていた遊びを取り入れ、緊張感を

和らげながら楽しめるようにする。

◇授業の単位時間を短く区切ったり伸ばしたりしながら柔

軟な時間割を進める。

◇子どもが学校・教科学習になじめるように、１時間目の

授業内容を工夫する。（音楽、絵本の読み聞かせ等）

◆教室やトイレの壁面を飾って楽しい雰囲気をつくり、安

心できるようにする。

◆掲示物を工夫し、視覚的に示しながら指導する。

・幼稚園新教育要領についての理解を深める。 ・幼稚園での様子や家庭環境等について情報交換する。

・今年度の交流について計画を立てる。 ・幼稚園での経験と小学校での学習活動についての相互理解に努める。

・幼稚園教師が様々な学校生活の場面を参観し、子どもの成長や課題について共通理解する。

ねらいを、「3 つ

の力」に分類して

記載している。 

幼小接続
交流

教職員

年長時に交流したことのある学年

との関わりを大切にしている。 

内容についても

「3 つの力」に分

類して記載して

いる。 

「3 つの力」を合科的に指導できるよう、それぞれの教科の中に意識的に取り入れている。

学習規律や授業時間等基本的なことは指導していくが、決まり事を徹底するのではなく

充実感や達成感が味わえるように、児童の実態に合わせて授業内容を設定していく。

5 歳児と 5 年生（次

年度の新1年と新

6 年）の交流を積み

重ねている。 

また、小学校への期

待が膨らむように

保幼小で交流する

機会をもったり、１

日入学の工夫をし

たりする。 

様々な場面での幼

児の姿を小学校教

員が参観したり、

幼小連絡会の機会

を多くもつなど、

幼児の実態や幼稚

園生活が小学校に

も伝わるような工

夫をする。 

△季節に応じた健康習慣が分かり、落ち着いた生活を送る。
☆共通の目的に向かって協力しながら活動に取り組み、自信や充実感を味わう。
◎季節の移り変わりに興味や関心をもち、その変化や美しさに気付く。
◎小学校入学への期待や自覚をもち、修了に向けた活動や行事に意欲的に参加する。

【これまでのカリキュラムとの違い】 
これまでは幼小それぞれのカリキュラムを作成していたが、 つなげたい「3つの力」を核に、幼稚園・小学校が意識して接続していけるようにカリキュラムを作成した。

アプローチカリキュラム

（絵画、製作、歌、言葉等）

H30年４月施行

の幼稚園教育要

領に示されるよ

うに職員研修の

機会をもつこと

が重要である。 

大和郡山市
　 大和郡山市立矢田南小学校
　 大和郡山市立矢田南幼稚園

大
和
郡
山
市
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　　　　【6 年生と の交流】
5 年生の時に年長 児と関わってい
たため、1 年生に どのように関わ
ればよいのかを自 ら考え、進んで手
伝いをする姿が見 られた。
１ 年 生 に と っ て も、これまでに交
流を積み重ねてき たお兄さんお姉
さんが手伝いに来 てくれることで、
安心している様子 が見られた。

 
、 

自分の持ち物の整理 

１日の活動の流れや手順が

わかるような環境の工夫 

【2 年生との交流】 

１年生にとっては、身近で頼れる 2 年生の

お兄さんお姉さんと一緒に学校探検をした

り名刺交換会をしたり一緒に遊んだりする

ことで、学校に親しみをもち学校生活に馴

染みやすくなる。 

２年生は、学年が上がったことを自覚し、1

年生に優しく接していこうという気持ちを

もって取り組むことができる。 

入学式（6 年生と一緒に入場） 名刺交換会 

1 年生との交流 

成果と課題 

・「つなげたい 3 つの力」をもとにカリ

キュラムを作成し、幼稚園・小学校の

それぞれの生活を併記することで幼

小の繋がりがより分かりやすくなっ

た。 

・幼稚園で経験したことが小学校の生活

や授業のどのようなところで生かさ

れるのかを考えたことで、児童が無理

なく学校生活に慣れ楽しく学習に向

かう土台作りができたのではないか

と考える。 

・担当の教員だけではなく、幼稚園・小

学校全体で接続期カリキュラムの重

要性を共有するとともに、近隣の保育

園等にも啓発していくことが今後の

課題である。 

様々な場面での当番活動 

他園児とサッカーのチーム分け 

オセロゲーム 

給食体験 絵本の読み聞かせ シャボン玉で遊ぼう ドングリ転がし作り 

・入学式のサポート ・登校時の身支度の手伝い 

・掃除等の手伝い  ・休み時間の自然な交流     等 

学校探検 

・学校探検、名刺交換会、遠足  ・運動会運動表現 

・あきまつり（幼稚園児、保育園児と一緒に）   等

鉛筆の練習（２年生と） 遊びのお店（1 年生と） 

トイレの掲示物の工夫 

自然との遊び 

ペア学習「あわせていくつ」 

歌やダンス 協同的な遊び 

給食始まりから自分たちで配膳 

小学校生活を見据えた基本的生

活習慣の確立 

・持ち物の整理整頓 

・活動の間にトイレをすます 

・姿勢指導や保健指導 

・当番活動の充実 

・１日の大まかな活動の流れの

提示          等 

 

研究授業への参加 

近隣の保育園・幼稚園との交流

「ともだちひろば」 

5 年生との交流 

１日体験入学の工夫 

1・2 年生、保育園との交流 

あきまつり 

運動遊び手洗い指導 弁当の当番活動 

様々な人との関わりを楽しめる機会 

・入学時に、新しい友達がたくさんい

る環境に戸惑わないように、他の保

育園・幼稚園の園児と交流する機会

を継続してもつ。 

・1 年生、5 年生との継続した交流の

機会を大切にする。      

等 

遊びや活動を通した園児の学び 

・協同的な遊び 

・身近な自然との関わり 

・様々な表現活動 

・運動遊び 

・絵本や物語に親しむ   

等 

【授業内容の工夫】 

6 年生との交流 

名札付けの手伝い 

小学校の１日の流れや生活の仕方

を知るための工夫 

・安心して学校生活を送れるための

環境の見直し（掲示物の工夫） 

・保育園や幼稚園での生活経験を活

かした当番活動 

・必要に応じた上級生の手伝い 

・複数の教員のサポート 

・下校指導 

    等 

環境構成の工夫 上級生の手伝いの見直し（給食） 

クラスの友達や上級生に親しみをもち、学校

生活を送る楽しさを味わうための工夫 

・朝の会の進め方の工夫（げんきしらべ等） 

・遊びの時間の確保 

・必要に応じた上級生の手伝い 

・2 年生との継続した合同授業 

    等 

学校で勉強するのが楽しくなる

工夫 

・1 時間目の授業内容の工夫 

・柔軟な授業時間の工夫 

・学習形態の工夫（ペア学習等）

・友達と一緒に歌ったり体を動

かしたりする時間の確保 

・遊びや授業、生活の中等でき

たことに対する認め 

等

音楽の授業の工夫 

トントン相撲 

遊びの時間の確保 

カプラ 

【学習形態の工夫】 

２年生との交流 

遠足 

【朝の会の工夫】 

朝の会で「げんきしらべ」と称して挨拶と

返事をするようにした。また、簡単な自己

紹介を取り入れたり、おもちゃのマイクを

使ったりしながら、遊び感覚で楽しく活動

できるように取り組んだ。マイクを順番に

渡す際に、「はいどうぞ」「ありがとう」な

どのやりとりも自然と生まれた。互いのこ

とを知ったり、友達と仲良くなったりする

きっかけになった。 

園内研究会討議の様子 

　　【幼小の教職員 同士の交流】
・様々な場面での児 童の様子を参観する
・園内研究会の参加
・活動事前事後の打 ち合わせ
・カリキュラム作成 に向けた研修
・研究授業への参加
・就学前の幼児様子 を参観する　　　等

例年は 6 年生が配膳して
いたが、できるだけ自分
たちでできるようにし
た。おかずを平等に分け
られなかったりこぼした
りした時は、担任や他の
教員のサポートが必要で
はあるが、自分たちで配
膳することへの憧れの気
持ちを大切にした。6 年
生には、牛乳パックや食
器の片付け方等必要なと
ころだけを教えてもらう
ようにした。

☆体育
保育園や幼稚園で経験したことのあるリズム遊びを取り入れ
た。「じゃんけん列車」をした後に、学校生活には欠かせない１列
や２列の並び方の練習を行った結果、とても意欲的に取り組む
ことができた。

☆音楽
初めて聞く小学校の「校歌」からではなく、主に保育園や幼稚園
で歌ってきた歌や手遊びを取り入れ、安心して楽しめるように
工夫した。出身園で振りが違うことに気付いた児童に、「どうや
るの？」と投げかけることで児童同士が教え合う姿も見られた。
また、これまで５時間目に入れることが多かった音楽を月曜日
の１時間目に実施し、１週間の始まりを無理なくスタートでき
るようにした。

ペアやグループ単位で行うと、どの児童も

抵抗感なく学習に取り組むことができる。

そこで、友達と一緒に勉強を楽しむことが

できるようなゲームを多く取り入れた。

関わ

大
和
郡
山
市
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1 2 3

Ū１年生になるշびを感じ、自̮をもって園生活を

楽しむ

Ū友達と一緒に食事をする楽しさを味わう

Ū遊びや生活の中で、ひらがなや数にᐻ味をもつ

Ūദしい姿勢でいすにࡈって話を聞く

Ū積ಊ的にいろいろな運動遊びを楽しむ

Ū遊具や用具を使って安全に遊ぶ

Ū友達と一緒に感じたことを自分なりに表現

することを楽しむ

・１日の活動やแͳ物を、ᙻ覚的ᙀя教஬を

用いて知らせる。

・日直や̞、当番活動を通して自分のࢫлを

果たすことができるようにする。

・学校生活のきまりを知らせるだけでなく、

具体的にきまりの意味を理解できるように

する。

・ᨼׇ登校指導を重ໜ的に行い、ኖளをܣっ

て安全に登下校できるようにする。

・給食では、食事時間や分量を̾々に応じて

配慮する。

・ひらがなや数字をていねいに一字ずつ学

習する。（絵カード・ᙻᎮ覚教஬の活用）

・子どもの思いによりそい、認めることで

持続して学習に取り組めるようにする。

・１時間の授業（４５分間）にこだわらず、

合科的に取り組む。

・ദしい姿勢や鉛筆の持ち方を分かりやす

くᛟ明する。

・遊具遊びなどを通して、安全について気

付くようにする。

学びの連続性 を意識して

・小学生と交流したり出前授業をӖけたりす

ることで、１年生になるշびや期待をもて

るようにする。

・時間を知らせ、見通しをもって活動する。

・当番活動を通してそうじや片Ʈけ、整理な

ど、１日のࢫлが意識できるようにする。

・時間を意識して、できるだけ˴でもおいし

く食べられるようになる。

・遊びの中で数量や図形、文字にᐻ味がもて

るようにする。（ദ月遊び、ᣁ̝ごっこ、

学校ごっこ等）

・園庭やܴ内で運動遊びを思いきり楽しめる

ような活動を取り入れる。（なわとび、᭸

ごっこ、サッカー、ドッジボール、マラǽ

ン、朝の体દ等）

・イȡージを豊かに表現する楽しさを味わえ

るようにする。（т遊び、お話ごっこ等）

・țȯイトボードを保育の中に取り入れ、活

用することで、小学校の学びの形態に慣れ

るようにする。

アプローチカリキュラム スタートカリキュラム

幼稚園の目標 小学校の目標 具体的な取組・သ意ໜ具体的な取組・သ意ໜ

小学校、楽しみだなƊ… １年生になって、がんばるぞᲛ

᳸子どものつぶやき から࠼がる幼小交流᳸

Ūクラスやグループの中でࢫлをもち、目的を

もって活動に参加する

ŪΨ気よくあいさつをする

Ū１日の流れに見通しをもち、自分達で遊びや生活を

　進めようとする

Ūᐻ味をもって聞き、考えたことを人に分かる

ように話す

Ū友達と遊びや生活の中できまりをܣり、自分で

考えて行動しようとする

Ūီ年ᱫ児と関わる中で思いやりの気持ち
　をもつ

・友達と力を合わせて遊べるようࢫл分担を

したり、友達の思いをӖけとめたりして遊

べるようにする。

・友達同士で話し合う機会をもったり、活動

を自分達で進めたりする。

（グループ、全体）

・園生活の中で、ီ 年ᱫと関わる機会をもち、

思いやりの気持ちをもてるようにする。

・幼稚園や保育所で出会った教員が、積ಊ的

に関わる。

・幼稚園や保育所で親しんだ活動や手遊びを

取り入れる。

・学校探検やたてわり活動を通して、他学年

との交流を深める。

・学級担任との̮頼関̞をもとに、友達同士

がつながっていけるようにする。

・行事の前後には、行事の活動内容に加え、

人との関わりについてᚑれる。

自覚的な学び学びの芽生え

主体性
社会性

を育む ３つ の力

Ū関心や意欲をもち、学習を楽しむ

Ūദしい姿勢で学習する（ࡈり方・鉛筆の持ち方）

Ū人の話をஇ後までᎮく

Ū࠼い運動場で、のびのびと運動遊びを楽しむ

Ū遊具や用具を使って安全に活動する

Ū自分の思いをのびのびと表現する

Ū入学のዬ張をほƙす

Ū小学校生活で必要なことを覚え、学校に対する

安心感をもつ

Ū小学校生活に慣れ、みんなと一緒に小学校生活を

楽しむ

Ū自分から進んであいさつをする

Ū時間のғ切りを知り、チャイムをܣって行動する

Ū学習に必要なものを、自分でแͳし片Ʈけをする

Ū友達のよいところを見付ける

Ū友達と協力して活動する

Ū学校生活のきまりをܣり、自分で考えて行動しよう

とする

Ū新しい友達や教員と出会い、関わろうとする

Ū友達と一緒に給食を食べる楽しさを味わう

幼小接続を通して

小学校の学びに向けて
育てたい子どもの姿

年長児としての自覚をもち

・遊びを楽しみ、最後までやりと
げる子

・思いを自分なりに表現し、相手
に伝えられる子

・きまりを守り、友達と一緒に行
動できる子

を育てていく。

保育の工夫・留意点

幼稚園では、自覚的な学びにつ
ながるような保育内容の工夫を
する。

幼稚園での学びを受けて
育てたい子どもの姿

子どもの思いを教員が受け止め
ることにより

・新しい環境に慣れ、意欲的に活
動できる子

・自分の思いをみんなの前で伝
えられる子

・ルールを守って、友達と協力し
て活動できる子

を育てていく。

保護者との連携

・幼・保の教職員から子どもや
保護者の様子を聞き取り、個
に応じた対応ができるように
する。

・入学当初の不安について、保護
者の思いを十分聞き取る。

指導の工夫・留意点

小学校では、幼稚園で培われた
力が発揮できるように教科学習
で合科的な学習を取り入れる。

・幼小の学びの違いを理解し合うことで、つながりを意識した
保育や授業づくりができるようになった。

・合同研修や幼小連携の話合いを重ねることで、年長児と１年
生の担任間だけでなく教職員全体に連携の取組が広がった。

幼稚園と小学校の教育内容の違いを理解し合い、 幼小接続期に育てたい３つの力を柱として、子どもたちの主体的な活動を中心とした
カリキュラム作りを工夫した。

教職員の変化子どもたちの変化
・小学生に教えてもらったことや関わり方から、園でも、年少や年中児に優しくしたり、学んだことを伝えよ うとしたりする姿が見られるようになった。
・グループでの話合い活動を取り入れることで、自分の思いを伝え合い、自分たちの生活を主体的に進めよう とする意欲が高まった。丹波市幼稚園

・入学前から小学校の教員や施設に慣れているので、安心して小学校生活をスタートさせることができた。
・教員が「一年生だからできない」という意識を変え、自分たちでできることを任せるようになったことで、自ら やってみようとする意欲が見られるようになり、認められる経験も
増えた。

丹波市小学校

カリキュラムにおける重点ポイント

・

保護者との連携

・小学校に向けて身に付けてほ
しい生活習慣について伝え、
家庭での協力を促す。

・園で頑張っている姿を伝え入
学への不安を和らげる。

・通信などを通して小学校との
つながりを知らせる。

天理市立丹波市幼稚園

天理市
　 天理市立丹波市小学校
　 天理市立丹波市幼稚園

天
理
市
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カリキュラムを実践するにあた っての具体的な指導・保育事例

４月 ５月

幼稚園・保育所でし
てきた、ペアやグル
ープでの話合いを、
学校の授業でも生か
します。

ホワイトボードを保育に取り
入れ、園生活の中で活用する
ことで、板書での学びに自然
に慣れていけるようにしてい
ます。

園庭や室内で運動遊びを取り
入れ、体を思いきり動かして
楽しめるような活動を取り入
れています。

１月 ２月 ３月

学校でのルールを
１つ１つ覚えます。

ドッジボール

運動場たんけん（４月当初）

のびのびと体を
動かし、安全に活
動できるように、
運動場の遊具で
遊びます。

出前授業を受け、学校クイズで小学校のことを知ったり、教
員の授業を聞いて制作に取り組んだりして、楽しみながら学
びます。小学校の教員に親しみをもち、小学校生活への期待
がもてるようにしています。

出前授業（３月）

当番活動（そうじ）

当番活動を通して、１日の役割が
意識できるようにすると共に、友
達と協力して生活や遊びを進め
られるようにしています。

４月当初の朝の黒板 あいさつ運動

分団長を先頭に下駄箱まで並んで
歩きます。地域の方にも「おはよ
うございます。」と、あいさつがで
きるようにします。

トイレの使い方（４月）

給 食

幼稚園や保育所で身に付けた
マナーを、小学校でも生かせ
るようにします。

グループの話合い 司会（朝の体દ）

いを伝え合
友達と話し合う機会をもち、思

ったり役割分担し
たりできるようにしています。

朝の準備など、絵カードを
見てできるようにします。

絵本の読み聞かせ（４月） 出前保育

幼稚園や保育所で親しんだ活
動をすることで、担任の教員
に慣れ、緊張がほぐれます。

たてわり活動

１年生を迎える会では、たてわり班で
ウォークラリーをしながら、他学年の
人とも仲良くなれます。

țȯイトボードの活用 ദ月遊び（かるた・すごろく）

遊びの中で数量や図形、文字に興
味がもてるようにしています。

グループ学習

粘土でひらがな

ひらがなに親しむ
ことができるよう、
粘土で自分の名前
を作ります。

幼稚園で絵を
かくときのよ
うに、床に座っ
てのびのびと
表現します。

春の遠足の絵（５月）

生活や遊びの中で自分たち
で進める楽しさを味わい、異
年齢との関わりから思いや
りの気持ちをもてるように
しています。

天
理
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Ᏹ㝀ᕷ幼小接続䜹䝸䜻䝳䝷䝮

䝇䝍䞊䝖䜹䝸䜻䝳䝷䝮䜰䝥䝻䞊䝏䜹䝸䜻䝳䝷䝮

ே
叉
関
わ
召
ຊ

⏕
活
す
る
ຊ

学
䜆
ຊ
䞉
体
ຊ

小学校の⏕活へのぢ㏻しを䜒ちな䛜䜙、඘ᐇし䛯ᅬ⏕活を㏦る䚹 小学校の⏕活に័䜜な䛜䜙、Ᏻᚰし䛯学校⏕活を㏦る䚹

⏕活の⮬❧

学びの⮬❧ ⢭⚄的な⮬❧

䞉 䛒い䛥つを⏕活┠ᶆにධ䜜、 ┦ᡭ

にఏわるᚰᆅよ䛥䜔႐びを࿡わえ

るようにする䚹

䞉 ཭㐩の๓䛷ヰし䛯䜚⪺い䛯䜚する

ሙ㠃をከ䛟䜒つ䚹

䞉 䛤䛳䛣㐟び䜔集ᅋ㐟びを㏻して、

ᴦしい㞺ᅖẼをつ䛟る䚹

䞉 ཭㐩と஫いのよ䛥をㄆ䜑合いな䛜

䜙㐟䜉るようにする䚹䚷䚷

䞉 ௰㛫を኱ษにし、 ௰㛫の䛯䜑にຊ

をฟ䛫るᏊ䛹䜒にしてい䛟䚹

䞉 ᫬ィをぢな䛜䜙䛂㛗い㔪䛜䠒になる

䜎䛷に䛃な䛹とኌをかけ、 㣗事䜔∦

௜け、 㝆ᅬ᫬㛫な䛹をព㆑して⏕

活䛷きるようにする䚹

䞉 ṇしい⠂のᣢち᪉、 䝬䝘䞊な䛹Ꮚ

䛹䜒と෌☜ㄆする䚹

䞉 ᳔Ꮚにᗙ䛳てヰを⪺䛟ᶵ会をከ䛟䜒

ち、ᚎ䚻に㛗䛟してい䛟䚹

䞉 ධ学๓にぶᏊ䛷㏻学㊰を୍⥴に

Ṍき、 ☜ㄆする䛣とをಖㆤ⪅に່

䜑ᚐṌ䛷のⓏୗ校をព㆑௜ける䚹

䞉 ṇ᭶㐟び䜔ఏᢎ㐟びな䛹、 い䜝い

䜝な㐟びをᴦし䜐୰䛷ᩥᏐ䜔ᩘᏐ

に関ᚰ䛜䜒てるようにする䚹

䞉 ⯆࿡を䜒䛳䛯㐠動に䝏䝱䝺䞁䝆䛷き

るように⏝ලを⏝ពし、 㐟びのሙ

䜔᫬㛫を☜ಖする䚹

䞉 ཭㐩とྠ䛨┠的を䜒ち、 考え䛯䜚༠

ຊし䛯䜚する୰䛷、 活動するᴦし䛥

䜔┠的をᐇ⌧する႐び䛜࿡わえる

ようにする䚹

䞉 䝞䝷䞁䝇のと䜜䛯しな䜔かな身体

をつ䛟䜜るよう、 い䜝い䜝な動き䜔

䝀䞊䝮➼をྲྀ䜚ධ䜜る䚹

䞉 䛒い䛥つ䛜ேとの関わ䜚を䝇䝮䞊䝈

にする䛣とをල体的に▱䜙䛫る䚹

䚷䠄䚷䛂䛚䛿よう䛃䚷䛂䛒䜚䛜とう䛃な䛹䚷䠅

䞉 Ⓨ⾲のル䞊ルをල体的にᥦ♧する䚹

䞉 ┦ᡭのヰを᭱ᚋ䜎䛷⪺䛟䛣と䛿、┦ᡭ

を኱ษにする䛣と䛷䛒るとල体的に

ఏえる䚹

䞉 㞄のᖍの཭㐩か䜙ே㛫関ಀ䛵䛟䜚を

ጞ䜑、 ୍⥴に活動する良䛥をឤ䛨䛥

䛫る䚹

䞉 ᤵ業୰のጼໃについて、 ල体的に 

▱䜙䛫る䚹

䞉 䝻䝑䜹䞊䜔ᮘのᘬきฟしの౑い᪉を 

෗┿䜔⤮な䛹䛷ᥦ♧する䚹

䞉 ணᐃをぢな䛜䜙、 ⮬ศ䛷᫂᪥の⏝ព

䛜䛷きるようにಖㆤ⪅に༠ຊを࿧び

かける䚹

䞉 集ᅋⓏ校ᣦᑟを㔜Ⅼ的に⾜い、ල体

的なሙ㠃䛷ᣦᑟする䚹

䞉 䜂䜙䛜な䜔ᩘの学習䛿、 ᤵ業䛰け䛷
な䛟⏕活ሙ㠃䛷䜒ᶵ会をと䜙えてᣦ
ᑟしてい䛟䚹

䞉 ṇしい㖄➹のᣢち᪉をල体的にᣦᑟ
する䚹

䞉 㐟ල䜔⏝ලを౑䛳䛯㐠動㐟びを㏻し
て、 体のᇶᮏ的な動きを体㦂䛥䛫
る䚹

䞉 ྕ௧に合わ䛫䛯⾜動の௙᪉を▱䜙
䛫る䚹䠄䛂Ẽをつけ䛃䛂♩䛃䛂๓にな䜙え䛃
な䛹䠅

䞉 ⮬ศ䛜䜽䝷䝇の୍員䛷䛒る䛣とをឤ䛨
ྲྀ䜚、 Ᏻᚰឤ䛜䜒てる活動をྲྀ䜚ධ
䜜る䚹

䖃᪩ᐷ、 ᪩㉳きをするとと䜒に᫬㛫をព

㆑して⾜動する䚹

䖃䝬䝘䞊をᏲ䛳て、୍ᐃ᫬㛫ෆ䛷㣗䜉⤊え

ようとする䚹

䖃いすにᗙ䛳てヰを⪺䛟習័を௜ける䚹

䖃⮬ศのᣢち物䛿、⮬ศ䛷‽ഛし∦௜ける䚹

䖃進䜣䛷䛚ᡭఏいをする䚹

䖃Ᏻ඲にᚲせな習័䜔ែ度を身に௜け

る䚹

䖃䝏䝱䜲䝮に合わ䛫て⾜動する䚹

䖃䝬䝘䞊をᏲ䛳て、᫬㛫ෆに㣗䜉⤊える䚹

䖃ṇしいጼໃ䛷学習する䚹

䖃学習にᚲせな䜒のを⮬ศ䛷‽ഛし∦௜け

る䚹

䖃⣙᮰をᏲ䛳てᏳ඲にⓏୗ校する䚹

䖃ඖẼよ䛟䛒い䛥つをする䚹

䖃┦ᡭの思いにẼ௜き、 ヰを⪺䛣うとす

る䚹

䖃⮬ศのẼᣢち䜔考えを、┦ᡭにศかる

ようにఏえる䚹

䖃཭㐩と୍⥴に活動するᴦし䛥を▱る䚹

䖃䜂䜙䛜な䜔ᩘに⯆࿡を䜒ち、 ⮬ศの

ྡ๓をㄞ䜐䛣と䛜䛷きる䚹

䖃㐟ල䜔⏝ලを౑䛳てᏳ඲に㐟䜆䚹

䖃ᡞእ䛷体を動かし、 進䜣䛷い䜝い䜝な

㐠動をᴦし䜐䚹

䖃཭㐩とඹ㏻の┠的にྥか䛳て༠ຊし

て活動する䚹

䖃⮬ศか䜙䛒い䛥つをする䚹

䖃┦ᡭのヰを᭱ᚋ䜎䛷⪺䛟䚹

䖃Ⓨ⾲のル䞊ルを▱䜚、 䜏䜣なの๓䛷ヰす 

䛣と䛜䛷きる䚹

䖃཭㐩と௰良䛟ᕤኵしな䛜䜙㐟䜣䛰䜚

䚷 活動し䛯䜚する䚹

䖃ṇし䛟䜂䜙䛜なをㄞ䜐䚹

䖃ṇしい㖄➹のᣢち᪉䛷ᩥᏐを᭩䛟䚹

䖃㐟ල䜔⏝ලを౑䛳てᏳ඲に㐠動する䚹

䖃集ᅋ䛷ル䞊ルをᏲ䛳て、㐠動をᴦし䜐䚹

䖃཭㐩と௰良䛟ຓけ合いពḧ的に活動

する䚹

䞉ᇶᮏ的な⏕活習័の☜❧を䜑䛦し、⮬ศの䛣と䛜⮬ศ䛷䛷きるようにする䚹
䞉ル䞊ルをᏲ䜚な䛜䜙、䜏䜣な䛷༠ຊして活動していけるようにする䚹
䞉ఱ事に䜒ពḧ的にྲྀ䜚⤌䜏、᭱ᚋ䜎䛷⢓䜚ᙉ䛟䜔䜚㐙げるᏊ䛹䜒にしてい䛟䚹

○ ⏕活習័のᐃ着にྥけ、䜑䛒てを䜒䛳てᴦし䜣䛷䛷きるよう教育委員会䛷作成し、ᕷෆ各ᅬ所に配布䚹可視
化をしな䛜䜙家庭の୰䛷Ꮚ䛹䜒⮬䜙、進䜣䛷䛷きるよう応援する䚹

෗┿䜔⤮を౑䛳䛯可視化
のᕤኵをする䚹

᫬ィの模型な䛹を౑䛳てぢ㏻しを䜒䛳
て活動䛷きるようにする䚹

⯆࿡䞉関ᚰを高䜑るᣦᑟを
丁寧に⾜い学び᪉を♧す䚹

䛷きるようにな䛳䛯䛣とを୍つ୍つㄆ䜑、
励䜎し学䜆ᴦし䛥䛜࿡わえるようにする䚹

ᅬ䛷経㦂し䛯簡単な䝀䞊䝮➼をྲྀ䜚ධ
䜜、ᅬ䛜違う児童䛜୍⥴に㐟䜆ᶵ会を
䜒つ䚹

役割ศ担䜔グル䞊䝥䛷の༠ຊ䛷䜔䜚㐙げ
る活動を設ける䚹

ヰのෆ容に⯆࿡䞉関ᚰ䛜䜒てるようなᑟධ
の௙᪉をする䚹

個ே䝻䝑䜹䞊の整理整頓な䛹、⮬ศの身の
回䜚の整理䛜䛷きるように投げかけてい䛟䚹

⮬ศのྡ๓をᩥᏐとしてㄆ㆑し䛯䜚、⤮䜔
ᡭ紙な䛹の䜔䜚と䜚を㏻して、Ẽᣢちをఏえ
合う᪉法の広䛜䜚を▱る䚹

୍᪥の᫬㛫の流䜜をព㆑し
な䛜䜙、ぢ㏻しを䜒䛳䛯⏕活
䛜䛷きるようにする䚹

学⏝品の管理䜔給㣗の‽ഛ、∦௜けな
䛹順応䛷きるよう丁寧な関わ䜚をする䚹

学級の཭㐩との関ಀ䛵䛟䜚
をする䚹

小学校⏕活につな
䛜るಖ育教育活動

ᩘே䛷考え䛯䜚ヰし合䛳䛯䜚、
䜏䜣なに▱䜙䛫䛯䜚するな䛹、
᪥常⏕活の୰䛷⾲⌧するຊを
௜ける䚹

○年㛗児のぶᏊの不Ᏻ䛜Ᏻᚰឤとᴦし䜏につな䛜るように、【初䜑䜎して！～うちのᏊ紹介シ䞊䝖～】を作成し、ಖㆤ ⪅に配布䚹ᅬ䛷集
䜑、各小学校に届けて䜒䜙う䚹ධ学๓か䜙ධ学᫬にかけて、小学校の先⏕に▱䛳てて䜒䜙うとと䜒に、ྠ学年の཭㐩 䜔上級⏕とつな䛜
るき䛳かけ䛵䛟䜚に活⏝する䚹

環境のᕤኵ 䞉 柔軟な᫬程のᕤኵ 䞉 個への対応 䞉
ኌかけのᕤኵ䚷䠄モ䝆䝳䞊ル学習な䛹をྲྀ䜚ධ䜜
つつ、小学校の᫬㛫割に無理な䛟័䜜䛥䛫る䚹䠅

幼稚ᅬ、ಖ育所➼䛷の
経㦂を活かし䛯ᣦᑟのᕤኵ

䚷 ᅬ䞉所と小学校

そして家庭をつな

ぎ䜰䝥䝻䞊䝏か䜙

䝇 䝍 䞊 䝖 へ の 䝇

䝮䞊䝈な移⾜䛜

䛷 き る よ う に す

る䚹

宇陀市
　 宇陀市立榛原東小学校
　 宇陀市立榛原東幼稚園

宇
陀
市
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幼

小

　小学校の教員に園児になりきってもらい、異年齢交流・触れ合い遊び 「遊んだ後の話し合い」を再現する。幼児の発達段階に応じた活動や生活・
援助の在り方を経験してもらうことで、どの学年も連続性を大切に就学 を見据えた保育の展開をしていることを知っていただくよい機会となった。

　壁面制作や保育環境を見たり、実際に幼児の気持ちを知ったりするこ とで、発達段階を感じることができ、保育で大切にされていることを知るこ
とができた。

教職員同士の相互理解

○保育の疑似体験

○合同研修会

子ども同士の交流

○幼児と児童のふれあい

○互恵性のある交流

情報の交換・発信

○園だより・学校だよりの交換

○『うちの子紹介シート』での情報交換

○保護者へのおたより

○先輩保護者との懇談会

指導計画の作成

○交流活動の計画を作成

○幼小の育てたい子どもの姿（ねらい）

を明確にし、指導計画を作成

○事前事後の話合いの時間を確保

小学校はこんなところだよ。

また、きてね。

幼幼

小
小

幼

小

懇談会

幼稚園訪問

優しさは、どんな言葉を

かけることで伝わるかな。

（事前指導）

交流に向けて

校内探検

運動会

園の先生が小学校へ

すごく、楽しい！

プールが深くて、

広くてびっくりした！

怖い！

学びを深める要素

この棒の、この辺まであるよ。

幼稚園と違って広いね。

幼稚園教育と小学校教育は、

つながっている！

話し合うことで、アイディアが生まれる。保育体験

友達とうまくやってい

けるかな？

お兄ちゃん
お姉ちゃんが、
運動会に案内
してくれるんだ！

幼稚園では、 こんなふう
に子どもの気 持ちを引き
出しているの か。

　保護者の不安を取り除くために、交流内容の発信や就学に対する意見交流会を実施すると

ともに、『うちの子紹介シート』を作成した。

　子どもの姿から、どのようなね

らいの指導案にするかを明確にし

たことで、幼児たちが主体的に行

動し活動することができた。

　昨年の交流会の経験をもとに、

１年生なりに楽しい活動になるよ

うグループ活動のめあてをたて、

交流会に臨むことができた。

　幼稚園保護者の思いや願いを知り、入学説明会で生かすことができる。

同学年の友達や上級生とつながるきっかけとなるよう、『はじめまして！うちの子紹介シー

ト』を活用する。

みんな大きくなったね。

小学校はどう？

　交流活動を積み重ねていくことで、幼児が小学生の優しさを感じたり、安

心して自己表出することができたりする等、自己肯定感の向上につながった。

　学校では、上級生からしてもらうことが多い１年生だが、主体的に活動

し発信するよい機会となった。

ここに、いっぱい
ドングリあるよ！

大丈夫？私の手を持って!

秋見つけ

坂だから気を付けて！
ᴵཎᮾ小学校 1年生・ᴵཎᮾ幼稚園交流会 カリキࣗラム

テーマ 「あきみつけ」

小学校 1年生 ねらい 年長児 ねらい

・積極的に秋見つけをする

・約束を守って、なかよく活動する。

・秋の自然の中で、思ったこと・感じたことを伝える。

・１年生と一緒に活動する喜びを味わう。

時 間 小学生への援助㺃配慮 子どもの活動 幼児への援助・配慮 幼児・１年生の姿

㸮分

５分

２㸮分

㸱㸮分

㸲㸮分

・めあての確認 ○ 先生の話を聞く。

・話を聞いて、約束ごと

を知る。

・グループ分けをする。

・今日の活動について話し、

不安なく参加できるよう

にしておく。

・話の内容を理解できてい

るか、幼児の表情を見守

り、再確認する。

ࠐ 幼児は、小学校の先生

の話をしっかり聞こうと

していた。

・年長児をうまくリードし

ている児童の様子を回り

に広める声かけをする。

・年長児にうまくかかわれ

ない児童には、間に入っ

てサポートする。

○ 秋を見つける。

・年長児と１年生で一緒

にどんࡄりや落ち葉を

集める。

・小学生とかかわったり、

┿似たり刺⃭を受けなが

ら、秋見つけを楽しんで

いるか見守ったり、時に

は教師が小学生とのᶫΏ

しをしたりする。

ࠐ 1年生は手をつないで

Ṍくなど、めあてを意識

して行動していた。

ࠐ ᩳ面を上り下りすると

きは、ᑡし下にたって安

全に配慮していた。

ࠐ 幼児・1年生ともに、声

かけをしながら活動して

いた。

・見つけたことを発表でき

るようにあらかじめ見つ

けたものを聞いておく。

○ 見つけたことや思った

ことを交流する。

・秋見つけの中で発見した

事や、㦫きに教師も共感

する。また、小学生の発

表の仕方を学࡭るように

する。

ࠐ 幼児・1年生とも前に立

って、集めた物について

発表することができた。

・༴㝤な行動がないか気を

つける。

○ 一緒に遊びを楽しむ。 ・小学生と一緒に遊んだり、

会話を楽しんだり、その

楽しさを子ども同士で共

有できるようにする。

ࠐ 幼児は 1年生主導に遊

んだり、幼児のᕼᮃをも

とに遊んだりしていた。

・発表をᕼᮃする子を前に

୪ばせて順番に発表させ

る。

・発表しない子は、しっか

りと発表する子を見て聞

くようにさせる。

○ ⤊わりの話を聞く。

○ 感想を出し合う。

・楽しかった事や感じた事

を発表し、小学生と同じ

目的に向かって進められ

るようにする。

・話が聞けているか見守り、

集団の中で話を聞く経験

を積み重ねられるように

していく。

○ 多くの１年生が発表し

たいと前に出てきて、順

番に発表した。

○ 幼児も数名出てきて、

１年生と同じように発表

することができた。

宇
陀
市
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小学校１年生６歳前期（４月）５ 歳 幼 児 期

自立心
䞉身辺整理䛜䛷きるようにする䚹

䞉⮬尊ឤ情䛜得䜙䜜るよう、よ䛥をㄆ䜑る活動を኱事にする䚹

協同性
䞉┠ᶆにྥか䛳て、཭㐩と༠ຊして䜔䜚㐙げ䜙䜜るようにする䚹

䞉個の㐟びか䜙、集ᅋ䛷の༠ྠ的な㐟びに広げてい䛟䚹

道徳性・規範

意識の芽生え

䞉䛂してよい䛣と䛃䛂よ䛟ない䛣と䛃にẼ௜き、集ᅋをព㆑して⏕活する䚹

䞉ル䞊ルをᏲ䛳て集ᅋ㐟びをするᴦし䛥を࿡わう䚹

社会生活との
関わり

䞉ඖẼに挨拶をする䚹

䞉身近なே䜔཭㐩にぶし䜏を䜒䛳て関わ䜜るようにする䚹

䞉ᤵ業にᚲせな䜒のを考え、ᮘ上を整えて学習䛜䛷きるようにする䚹

䞉㐩成ឤ䛜得䜙䜜る活動を኱ษにする䚹

幼児期の終わりまで
に育ってほしい姿

思考力の
芽生え

䞉⯆࿡䞉関ᚰの䛒る䜒のに夢୰にな䜜るようにする䚹

䞉経㦂し䛯䛣とを䜒とに㐟びをᕤኵする䚹

䞉個ேの物、䜏䜣な䛷౑う物を区別し、኱事にする䚹

䞉移動䞉整列の௙᪉な䛹集ᅋ⾜動について▱る䚹

䞉Ꮚ䛹䜒の⯆࿡䞉関ᚰを䜒とにし䛯学習活動を኱事にする䚹

䞉短᫬㛫の活動を⤌䜏合わ䛫るな䛹して、集୰䛷きるようにする䚹

䞉⮬ศか䜙挨拶をする䚹

䞉ᅬ䛷の㐟びを㏻し䛯学びを⏕かし、⏕活科による合科的な学習をする䚹

数量・図形、

文字等への

関心・感覚

䞉⏕活䜔㐟びの୰䛷ᩥᏐ䜔ᩘに触䜜て、⯆࿡を䜒つ䚹
䞉ᩘえ䛯䜚、比䜉䛯䜚して㐟䜆䚹
䞉⏕活䜔㐟びの୰䛷色䜔形、኱き䛥な䛹の違いにẼ௜䛟䚹

自然との関わり

生命尊重
䞉身近な⮬然に関わるឤ動体㦂をከ䛟䜒てるようにする䚹

言葉による
伝え合い

䞉ឤ謝のẼᣢちを䜒ち、そのẼᣢちをఏえ䜙䜜るようにする䚹
䞉困䛳ている䛣と䜔してほしい䛣とを⮬ศの言葉䛷ఏえる䚹
䞉┦ᡭのヰに関ᚰを䜒ち、ヰすேをぢて᭱ᚋ䜎䛷ヰを⪺䛟䚹
䞉言葉䛷の䜔䜚と䜚を㏻して、Ẽ௜き䜔思いを深䜑䜙䜜るようにする䚹
䞉኱ໃのேの๓䛷ヰす経㦂をする䚹

川西町 接続期 カリキࣗラムモデルプラン

䞉植物、虫な䛹の⮬然にふ䜜、⮬然か䜙ឤ動体㦂を࿡わう䚹

䞉⏕活䞉学習ሙ㠃䛷ᩥᏐ䜔ᩘにふ䜜、そのព࿡䜔᭩き᪉を▱る䚹

䞉⏕活䞉学習ሙ㠃䛷ே䜔䜒ののᩘをᩘえる活動を኱事にする䚹

䞉ឤ謝のẼᣢちを䜒ち、そのẼᣢちをఏえ䜙䜜るようにする䚹
䞉困䛳䛯䛣と、してほしい䛣とを言葉䛷ఏえ䜙䜜るようにする䚹
䞉᭱ᚋ䜎䛷ヰ䛜⪺けるጼໃを኱ษにする䚹
䞉言葉䛷の䜔䜚と䜚を㏻して、Ẽ௜き䜔思考を深䜑䜙䜜るようにする䚹
䞉適ษなኌの኱き䛥䛷ヰす、ヰすேをぢてヰを⪺䛟䚹

䞉䛿䛥䜏䞉の䜚䞉テ䞊䝥な䛹の⏝ලの特性䜔扱い᪉を▱る䚹

䞉簡単な曲を歌䛳䛯䜚、䝸䝈䝮をᴦし䜣䛰䜚して音ᴦにぶし䜐䚹

健康な
心と体

䞉᪩㉳きをᚰ䛜け、朝䛤䛿䜣をし䛳か䜚㣗䜉䜙䜜るようにする䚹
䞉㣗事の䝬䝘䞊を身に௜け、୍ᐃ᫬㛫ෆ䛷㣗䜉䜙䜜るようにする䚹
䞉䝖䜲䝺に決䜑䜙䜜䛯᫬㛫に⾜䛳䛯䜚、๓䜒䛳て⾜䛳䛯䜚する䚹

䞉簡単な制作活動䛷材料、⏝ලの扱い᪉を体㦂をする䚹

䞉歌䜔䝸䝈䝮をᴦし䜏、音ᴦにぶし䜐䚹

豊かな感性と

表現

䞉᪩ᐷ䞉᪩㉳きをし、朝䛤䛿䜣をし䛳か䜚㣗䜉てⓏ校䛷きるようにする䚹
䞉䝏䝱䜲䝮をព㆑し䛯⏕活䛜䛷きるようにする䚹
䞉当番活動な䛹責任を䜒䛳て䛷きるようにする䚹

䞉小グル䞊䝥䛷の活動を኱ษにしな䛜䜙、集ᅋ活動に័䜜てい䛟䚹

䞉ル䞊ルをᏲ䛳てᴦし䛟活動する䚹

接続期の子どもの段差と見通し

アプローチ 

カリキュラム 

スタート 

カリキュラム 

川西町
　 川西町立川西小学校
　 川西町立川西幼稚園

川
西
町
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学び
幼児期のおわりまでに

育ってほしい姿１０項目
資質・能力の分類

自然との関わり、思考力の芽生え、

豊かな感性と表現 

思考・判断・表現力

等の基礎 

数量・図形、文字等への関心・感覚 学びに向かう力・ 

人間性等 

力現表・断判・考思性同協

等の基礎 

言葉による伝え合い 思考・判断・表現力

等の基礎 

・力うか向にび学心立自

人間性等 

【保育者の援助】  

・量りや計量カップ、砂時計など遊びの中で数量にふれる楽しさを感じられる用具を使いやすいように準

備しておく。 

・レシピをその場で書き留めたり、一つ一つの特徴や発見やひらめきを具体的に認めたりすることで、遊

びに満足感を感じるとともに、より意欲的に遊びを楽しめるようにする。 

・友達と感じたことや思ったことを伝え合う姿を認め、必要に応じて言葉での表現の仕方を共に考えたり、

相手の考えを受けとめられるように仲立ちしたりする。 

【つながる学び】

幼児教育の遊び 小学校での教科学習

数量・文字等への関心・感覚 

１年 算数科

「１０までの かず」 

身の回りのものの個数を数えたり、数詞

や数字で表したりしようとしている。 

１年 算数科

「のこりはいくつ ちがいは  

いくつ」 

身の回りから求残や求補、求差の場面を

見付け、ことばで表したり、減法を用い

て解決したりしようとしている。 

学びの芽生え 自覚的な学び 

「できた！」

１年 国語科

「うたに あわせて あいうえ　 お」 

楽しくリズムをとり、声に出　 して

読もうとしている。 

学びに向かう力・人間性 

１年 生活科

「がっこうにいるひとと なかよくなろう」 

・人への接し方やマナーなどを考えて行動している。  

・自分たちの学校生活を支えている人々の存在や、その

働きが分かっている。 

思考・判断・表現力等の基礎 

アプローチ カリキュラム事例「ぐりーんじゅーすのレシピを作ろう！」（５歳児 ７月）

はち、よん、・・・何て読むのかな？ 

思考力の芽生え

あっ！つぶつぶも

入っているね。 

持ってあげるね。 

「やってみたい！」 

協同性 

もう少しお水を

足そうかな。 

【子どもの実態】 

５月の始めから、身近にある草花を遊びに取り入れ、ちぎる・すり潰す・刻む・混ぜ合わせるなど、いろ

いろなことを試して遊んでいた。遊びを継続する中で、葉や花びらの種類によって色や手触り、濃度や香り

などが異なることに気が付くようになり、出来上がったものを料理やジュースに見立てるようになった。 

友達と見せ合う中で、同じ材料を使って作っても、一つ一つが違うことにおもしろさを感じ、自分で作っ

たものの特徴をよく捉え、名前を付けることを楽しむようにもなった。自信作が出来上がると「このまま残

しておきたい！」という気持ちが芽生えてきたが、作ったものを保存することが難しいので、「どうしたら

いいかな？」と子どもたちと考えを出し合った。そんな中で、「またもう一度同じものを作れるようにレシ

ピを作ろう！」というアイデアがあがり、材料と作り方を書いたレシピ作りが始まった。 

自然物に触れ、試す・調べる・見付ける

中で五感を通して豊かに表現する。

比べたり、量ったりしながら、数字や量・

重さ・文字などに興味をもつ。

自分の思いを言葉で伝えたり、相手の話

を聞いたりする。

遊びの身支度や後始末をする。

友達のアイデアを認めたり、友達の思い

を共有したりしながらその過程を楽しん

だりする。

つながる

川
西
町
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